
 

 

 

 

 

令和 8年度 前期学校評価結果のお知らせ 
初秋の候、保護者の皆様には、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。

今回の特別号では、7月に実施した保護者アンケート・児童アンケートの結果をお知らせいたします。 

前期学校評価の結果を資料として、10 月に学校評議委員会を開催し、評議員の方々からもご意見を

いただく予定です。これらの結果とご意見を合わせ、今後の学校活動の改善に生かしてまいりますので、

引き続き、ご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 
【保護者アンケート】（数字は％：小数第１位の概数で表しているので、合計が１００％にならない項目があります。） 

  A:よくあてはまる B:だいたいあてはまる C：あまりあてはまらない D：まったくあてはまらない   （前年度比 ＋５％↑ －５％↓） 

 評価の観点 A B A＋B C D 
昨年前期 

A＋B 

１ お子様は、楽しそうに学校に行っている。 ５２ ４５ ９７ ３ ０ ９３ 

２ 
お子様は、家庭での挨拶の習慣が身に付い

ている。 
３４ ５８ ９２↑ ８ １ ７３ 

３ 
ご家庭では、礼儀正しい言葉遣いをできるよ

うに声かけしている。 
１９ ７２ ９１↑ ８ １ ６７ 

４ 
お子様は、友達を傷つける言動をとることが

なく、思いやりのある行動をとっている。 
２３ ７０ ９３↑ ７ ０ ７８ 

５ 
お子様は、基本的生活習慣（早寝・早起き・

朝ごはん）が身に付いている。 
３９ ４９ ８８ １１ １ ８７ 

６ 
ご家庭では、ゲームやテレビなどの使い方の

ルールを作り、守らせるようにしている。 
２９ ５１ ８０↑ １９ １ ７０ 

７ 
お子様は、宿題を含めて家庭学習を一日あ

たり、１０分×学年程度している。 
２９ ４７ ７６↑ ２１ ３ ７１ 

 

【児童アンケート】 

 評価の観点 A B A＋B C D 
昨年前期 

A＋B 

１ 「学習のルール」が身に付いている。 ３８ ５５ ９３↑ ６ １ ８７ 

２ 

友達を傷つけることを言ったりしたりせず、や

さしい言葉づかいを心がけ、思いやりのある

行動をとっている。 

５１ ３８ ８９ ９ ２ ９３ 

３ 
いじめは、どんなことがあってもしてはいけな

いと思っている。 
８２ １６ ９８ ２ ０ ９６ 

４ 体を動かすことが楽しいと感じている。 ７１ ２１ ９２ ５ ３ ９５ 

５ 
宿題を含めて家庭学習を一日あたり、１０分

×学年程度している。 
５０ ３９ ８９ １０ １ ８９ 

６ 
１人１台端末を使って、自分の考えをもった

り、新しい考えを見つけたりできた。 
６６ ３１ ９７↑ ３ ０ ８４ 

英田小 HP QR コード 英田っ子 学校だより特別号 

令和８年９月 11日 

校長 中島 美穂 

校 訓     進取 敬愛 剛健 

めざす学校像  やさしさと笑顔あふれる学校 



７ 学校は楽しい。 ６１ ２９ ９０↓ ８ ２ ９６ 

８ 
自分から「おはよう」や「こんにちは」や会釈

のあいさつをしている。 
６９ ２５ ９４ ５ １ ９３ 

９ 礼儀正しい言葉づかいをしている。 ５４ ３８ ９２ ７ １ ９３ 

１０ 
あがたっこのきまりを守って生活している（服

装のきまり、校内のきまり）。 
５９ ３６ ９５ ５ ０ ９３ 

１１ 
ふれあいタイムではめあてをもって参加し、楽

しく活動している。 
７６ １４ ９０↓ ９ １ ９６ 

１２ 「早寝、早起き、朝ごはん」を心がけている。 ５４ ３４ ８８ ８ ４ ９０ 

１３ 

（５・６年）外国語では、何ができるようにな

ればよいのかが分かり、それにむかって学習

することができた。 

４７ ４５ ９２ ８ ０  

 

＜アンケート結果より＞ 

保護者アンケートについては、全項目において「A＋B」の肯定的な回答が昨年度を上回る結果とな

りました。特に、項目２・３・４に関しては、昨年度より高い割合となりました。学校目標である「やさしさと

笑顔あふれる学校」を目指した取組が、思いやりの心の醸成につながっているものと考えられます。今

後も、互いを思いやる心や、挨拶・言葉遣いを大切にする取組を継続し、よりよい人間関係づくりを進め

ていきます。一方、項目 6・7 に関しては、昨年度より割合が増加しているものの、家庭での学習習慣や

メディアとの適切な関わりについては、引き続き課題がみられます。今後も、ご家庭と連携しながら、子供

たちが望ましい生活習慣を身に付けられるよう継続して取り組んでいきます。 

また、児童アンケートについては、おおむね昨年度前期アンケートと同様の結果となりました。特に、項

目６に関しては、昨年度より高い割合となり、ICT を活用した学びの充実が成果として表れていると考え

られます。一方で、項目４・７・１１に関して、昨年度より低下していることから、今後も児童が楽しみなが

ら体を動かしたり、友達と関わったりする機会を大切にし、活動のめあてを意識して主体的に参加でき

るよう工夫していきます。 

 

＜保護者アンケート自由記述より＞（個別に対応させていただいたものもあります。一部ご紹介いたします。） 

温かいコメントをたくさんいただき、ありがとうございます。これからも職員一丸となり、頑張っていきます。 

・自己肯定感が上がってきており、元気に登校している姿がみられます。ありがとうございます。 

・いつもありがとうございます。ふれあいタイムや委員会活動について家庭で話す機会が増え、学校で自

分の役割や居場所を見つけていることを嬉しく感じています。特に、活動への責任感や最高学年としての

自覚が育っていることに成長を感じています。また、テストの日程が分かることで、見通しをもって家庭学

習に取り組む姿も見られるようになりました。学校での様々な取組に感謝しています。 

 

◆下校時の寄り道や、ゴミステーション・私道周辺で遊ぶ姿が見られ、安全面を心配しています。塀やゴミ

捨て場に上ったり、車や自転車と接触しそうになったりする場面もあるため、特に低学年を含め、下校時

の寄り道や危険な場所で遊ばないことについて、学校でも指導をお願いします。 

 →下校時の寄り道や、道路・私道などで遊ばないこと、車や自転車の通行がある場所で遊んだりす

ることは、思わぬ事故につながる可能性があります。これまでにも学校集会や放送で注意喚起を

してきましたが、下校の際は気が緩んでしまうことも多いようです。今後も引き続き指導していきま

すので、ご家庭でも、下校後の過ごし方や安全について、お子様と一緒に確認していただけるとあ

りがたいです。子供たちの安全のためにご協力をお願いいたします。 


